
 

 
チーム名  

勝 
 
負 

 
分 

 
得 

 
失

 
差 

勝

点 
１ 国 士 舘 大 学 ２ ０ ０ ４ １ ＋３ ６ 

２ 中 央 大 学 １ ０ １ ８ ３ ＋５ ４ 

３ 神 奈 川 大 学 １ ０ １ ４ ２ ＋２ ４ 

４ 専 修 大 学 １ ０ １ ５ ４ ＋１ ４ 

５ 流通経済大学 １ ０ １ ２ １ ＋１ ４ 

６ 駒 澤 大 学 １ １ ０ ６ ３ ＋３ ３ 

７ 筑 波 大 学 １ １ ０ ５ ７ －２ ３ 

８ 順 天 堂 大 学 ０ １ １ ２ ３ －１ １ 
８ 早 稲 田 大 学 ０ １ １ ２ ３ －１ １ 

１０ 明 治 大 学 ０ １ １ ４ ６ －２ １ 

１１ 東京学芸大学 ０ １ １ ２ ７ －５ １ 

１２ 法 政 大 学 ０ ２ ０ ２ ６ －４ ０ 

＜第２節終了時点順位表＞ 

★得点ランキング★ 
４ゴール  島田祐輝(駒 大) 

３ゴール  小池悠貴(中 大) 

西川優大(筑波大) 

三木和司(神 大) 

２ゴール  高橋 大(国士舘大) 

木島 悠(筑波大) 

          他２名 

★アシストランキング★ 

３アシスト  宮下 弘(神 大)  

２アシスト  神村 奨(専 大) 

１アシスト  鈴木寿毅(駒 大) 

        山崎良介(駒 大) 

        増田洋平(明 大) 

        宮本章宏(早 大) 

              他 15人 

山下 三島 

山崎良 島田 

山崎健 金 

武田 

中山 

鈴木 

伊藤 

矢田 

基本フォーメーション 

ＪＲ東日本カップ 2008 第 82 回関東大学サッカーリーグ戦(前期)１部リーグ第２節 

(７位・３) 

得点者(アシスト) 

４月９日 11:30 駒沢公園 陸上競技場 

警告(C)／退場(S) 
【駒】54 分:三島康平(C)、82 分：伊藤 龍(C) 

【中】なし 

[シュート]21:８ [CK]12:３ [直接 FK]13:23  

[間接 FK]４:０ [オフサイド)]４:０ [PK]１:０  

[主審]渡邉紀承 [観衆]約３００人 

２－０ 

T S U K U B A  

GK○39佐藤誠一郎(3) 
DF③作田裕次(3) 
DF④田中秀人(4) 
DF⑫須藤壮史(2) 
(66分⑤奈良輪雄太(3)) 
DF⑬森谷賢太郎(2) 
MF⑥長沼恭平(2) 
(45 分○22西口誉人(4)) 
MF⑦永芳卓磨(4) 
MF⑧大塚宏晃(4) 
MF⑭小澤 司(2) 
FW○9 西川優大(4) 
FW⑪木島 悠(4) 
 

S U B 

GK○1 碓井健平(3) 
DF⑰佐々木健将(3) 
MF⑳大塚翔太(3) 
MF○24古山賢人(3) 
FW⑩出口 司(4) 

M A N A G E R 

風間八宏 
 

駒大 

【筑】10分:西川（大塚） 
【駒】22分:山下（鈴木） 
【駒】31分:島田（山崎良） 
【駒】36分:島田（ＰＫ） 
【駒】46分:島田 
【駒】66分:伊藤 

K O M A Z A W A 

GK①矢田雄基(4) 
DF③鈴木寿毅(4) 
DF⑤伊藤 龍(3) 
DF⑬中山友規(3) 
DF②武田憲明(4)  
MF⑳金 正也(2) 
MF⑧山崎健太(3) 
MF⑪島田祐輝(4) 
MF⑭山崎良介(4) 
(88 分○32酒井隆介(2)) 
FW⑫三島康平(3) 
(61 分○31大塚涼太(2)) 
FW⑩山下真太郎(4) 
(74 分○25田中信也(2)) 
 

S U B 

GK○36松浦和己(1) 
DF○19市川祐樹(3) 
DF○33濱田 宙(1) 
DF○34山崎絋吉(1) 

M A N A G E R 

秋田浩一 

※上記データは全て左側の数字が駒澤 

(６位・３) 
５( )１ 筑波大 ３－１ 

駒駒澤澤大大学学５５－－１１筑筑波波大大学学  
得意のドリブルで DF を突破する島田。ハットトリックも達成した（撮影・中野成博）

開
幕
戦
を
落
と
し
、
連
敗
は
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
第
２
節
の
相
手

は
筑
波
大
学
と
の
一
戦
。 

開
始
10
分
、
中
央
で
縦
に
抜
け
る

パ
ス
を
通
さ
れ
失
点
を
許
す
が
、
今

の
駒
大
に
下
を
向
い
て
い
る
必
要
な

ど
な
か
っ
た
。
22
分
に
Ｃ
Ｋ
の
チ
ャ

ン
ス
か
ら
山
下
が
同
点
弾
を
決
め
る

と
、
31
分
に
は
島
田
の
ヘ
ッ
ド
で
逆

転
。
相
手
の
足
が
止
ま
り
、
前
線
か

ら
の
プ
レ
ス
を
見
事
に
網
に
か
け
た

駒
大
は
、
完
全
に
息
を
吹
き
返
し
た
。

そ
の
後
も
島
田
は
自
身
が
得
た
Ｐ

Ｋ
を
決
め
、
後
半
１
分
に
は
左
足
ア

ウ
ト
サ
イ
ド
に
ひ
っ
か
け
た
ボ
ー
ル

を
見
事
に
ゴ
ー
ル
へ
突
き
刺
し
ハ
ッ

ト
ト
リ
ッ
ク
を
達
成
。
５
点
目
は
、

伊
藤
の
体
ご
と
押
し
込
ん
だ
豪
快
な

ヘ
ッ
ド
だ
っ
た
。 

だ
が
、
秋
田
監
督
が
「
手
放
し
で

は
喜
べ
な
い
」
と
試
合
後
に
語
っ
た

の
は
、
特
に
相
手
が
自
滅
と
も
い
え

る
形
で
Ｄ
Ｆ
ラ
イ
ン
を
下
げ
続
け
る

こ
と
で
助
け
ら
れ
た
内
容
が
、
他
の

相
手
に
も
適
う
わ 

け
で
は
な
い
と
見 

越
し
て
い
る
こ
と
、 

自
陣
か
ら
展
開
さ 

れ
る
攻
撃
の
形
が 

未
完
な
こ
と
、
ス 

ペ
ー
ス
へ
飛
び
込

ん
で
く
る
相
手
へ
の
マ
ー
ク
が
微
妙

に
ズ
レ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

か
ら
だ
ろ
う
。 

し
か
し
、
何
よ
り
も
ま
ず
試
合
に

勝
て
た
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ

る
。
こ
の
３
連
戦
は
、
一
歩
間
違
え

れ
ば
ま
た
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
危
険
性
が
あ
っ
た
か

ら
だ
。 

育
成
年
代
に
特
有
の
サ
イ
ク
ル
を

こ
な
す
に
は
、
ま
ず
守
備
を
固
め
る

と
こ
ろ
か
ら
チ
ー
ム
づ
く
り
を
始
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
こ
の
時

期
か
ら
経
験
の
少
な
い
選
手
を
積
極

的
に
起
用
す
る
こ
と
は
、
当
然
リ
ス

ク
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。
そ
こ
を
、
チ

ー
ム
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
と
「
気

持
ち
」
で
カ
バ
ー
し
て
き
た
こ
と
は
、

開
幕
に
向
け
て
の
準
備
を
重
ね
て
き

た
結
果
と
捉
え
ら
れ
る
。 

そ
し
て
、
第
３
節
は
駒
大
が
苦
手

と
す
る
攻
撃
ス
タ
イ
ル
の
流
経
大
。

こ
の
対
戦
で
何
を
得
ら
れ
る
か
。
リ

ー
グ
序
盤
の
真
価
が
問
わ
れ
る
。 

（
吉
岡
克
洋
） 

この勝利は「勝ち点３」よりも大きい 


